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はじめに 
本ドキュメントについて 
 

対象範囲 
 
本ドキュメントは、EspressReport ES の Quick Start Guideです。このスタートアップ･ガイ
ドの目的は EspressReport Enterprise Server(ERES)の基本的な機能をステップごとに 理
解してもらう為のものです 
 

変更履歴 
 
版 作成日 変更者 内容 

1.0 2009/11/2 川上 初版 
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Step 1: Start the Server 
 
最初に ERESではサーバをスタートさせます。サーバはそれぞれのプラットフォームに
よって違ってきます。 
 

WindowNT/2000サービス:  WindowNT/2000サービスとして ERESのインスト
ールを選択したときは、システムの再起動後に自動的にサーバはスタートします。

その稼動はWindowsのコントロールパネルの「サービス」を確認ください。
ERESのエントリで｢開始｣状態で確認できます。 

 

 
 
WindowNT/2000: もしサービスとして ERESがインストールされていない時は
Windowsのスタートメニュからサーバをスタートさせてください。デフォルト
でインストーラは EspressReportESの下に新たなアイコン･グループを作成します。
サーバをスタートさせるには ECES Serverのアイコンを選択ください。 
 
その他のプラットフォーム:インストールのルート･ディレクトリ（デフォルトで
は ECES）にあるバッチファイルの「ECES Server」を起動してください。 

 
 
デフォルトでサーバを起動した時にはサーバモニターがオープンします。（NT/2000サ
ービスは例外）サーバモニターの機能はマニュアルの Chapter2に明記されています。 
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Step 2: Load the Organizer 
 
サーバ起動の次のステップは ERESスタートアップ･ページのロードです。このために
Webブラウザをオープンし、次のアドレスをポイントします。 
 

http://machinename:port/index.html  
 
machinenameはホスト名で、server portはインストール時に指定したものを使います。デ
フォルトのポートは 24978です。サンプルのアドレスは
「http://persephone.quadbase.com:24978/index.html」のようになります。スタートアップ･
ページがオープンします。 
 

http://machinename:port/index.html
http://persephone.quadbase.com:2497
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このスクリーンから ERESのすべてのコンポーネントをアクセスできます。Organizerを
スタートさせるには左側メニュの「Start Organizer」をクリックします。新しいページが
ログイン･ボックスとして開きます。 
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ユーザ名は「guest」とタイプし、パスワードはブランクにしてください。「Start 
Organizer」ボタンをクリックすると Organizerが開きます。またインストールのルート
ディレクトリから「ERESOrganizer」のバッチファイルを実行することで Organizerをス
タートすることが出来ます。 
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Organizerはユーザがチャートを作成、管理、組織化する為のバーチャルなファイル管理
システムです。Organizerの詳細な機能につきましたはユーザガイドの Ch3を参照くだ
さい。最初にオープンした時にはインターフェイスはブランクで「new project」という
ラベルのフォルダが 1つだけです。プロジェクト(project)名を変更する時は右クリック
を行い、ポップアップメニュから「Edit」を選択します。Project名変更のダイアログが
現れ、概要を記述できます。 
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Step 3: Set up Data Sources 
 
レポートやチャートを作成する前に、使用するレポートやチャートのデータソースを最

初に設定する必要があります。データソースを設定するにはツールバーの「Manage 

Data Registries」アイコン をクリックします。これによりデータレジストリ･マネー

ジャ･ダイアログをオープンします。 

 
 
見て判るように、xmlデータソース・レジストリはまだありません。新たにレジストリ
を作成する必要があります。右上の「Add」をクリックします。これによりダイアログ
が現れ、新しいレジストリに名前を指定できます。 
 

 
 
入力後「OK」をクリックして新たなレジストリを追加します。入力名はレジストリ･リ
ストに現れ、新しいウィンドウが開きます。このウィンドウが「Data Source Manager」
で、レジストリの為のデータソースを設定できます。 
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次にデータベース･コネクションの設定を行います。このために「Database」ノードを選
択し、「Add」ボタンをクリックします。これによりコネクション（接続）情報を指定
する為の新たなウィンドウが開きます。このケースではすでにインストレーション時に

含まれている「Woodview Access database」に接続します。この為にまず、Woodviewを
システムの DSNとして設定します。 
  
これを実行するために、NT/2000のコントロールパネルから ODBCドライバを実行させ
ます。それからユーザまたはシステム DSNに追加します。MSAccessをデータベースド
ライバに選択して、「'Woodview」をデータソースの名前として指定します。ERESイン
ストールで webapps/ROOT/help/examples/database下で見つけたWoodview.mdbファイル
をブラウズします。このファイルを選択します。Woodviewがシステム DSNかユーザ
DSNタブでの新たなエントリとして見つかります。 
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DSNが設定されたら、ERESでのデータソースとしてWoodviewデータベースを設定し
ます。データソースを設定するにはデータソース･ダイアログに次の情報入力します。 
 
Name: Woodview 
URL: jdbc:odbc:Woodview 
Driver: sun.jdbc.odbc.JdbcOdbcDriver 
User Name: admin 
Password: admin 
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これで「OK」をクリックし、新たなデータベースのノードがデータソースマネージャ･
ウィンドウに追加されました。 
 
次にテキストデータソースを設定します。この例ではインストール時に含まれている

sample.datファイルを使用します。このファイルを追加する為にデータソース・マネジ
ャ･ウィンドウに TXTFilesノードを選択し、「ADD」ボタンをクリックします。これで
名前と使用したいテキストファイルの位置を指定する為のダイアログが現レます。 

 
 
データソースとして使用したい名前を指定できます。（これは表示目的の為だけに使用

されます。）「Browse」ボタンをクリックし、sample.datファイルを選択します。それ
は webapps\ROOT\help\examples\dataディレクトリにあります。終わったら「OK」をク
リックし、テキストソースはデータソース・マネージャ・ウィンドウに追加されます。

データソースについてはユーザガイドの Ch4を参照ください。 
 
Step 4: Create a Report 
 
これまでに 2つのデータソースを追加し、データソース・マネージャ・ウィンドウの
「Done」をクリックし、Organizerウィンドウに戻るためにレジスターウィンドウの
「Close」をクリックします。ReportDesignerを起動させるために Organizerから「New 

Report」アイコン をクリックします。データソース･マネジャーからレポートの為

のデータソースの選択が出来ます。このウィンドウからレポートのためのクエリを作成

します。これを行うためにすでに設定したWoodviewデータベースのためのノードを拡
張します。これにより 2つの新しいノードのオープンが可能となります。1つは
「Queries」とラベルされ、もう 1つは「Data Views」とラベルされます。Queriesノード
を選択し、「ADD」ボタンをクリックします。クエリの為の名前を指定するダイアロ
グ・ボックスが現れ、SQLステートメントでタイプするか、クエリ・ビルダ（Query 
Builder）を使用するかどちらかになります。 
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このウィンドウの「OK」をクリックし、クエリ･ビルダをオープンします。最初のウィ
ンドウはデータベースからテーブルのリストを含んでいるのが判ります。「Product」と
ラベルされたテーブルをクリックし、「Add」ボタンをクリックします。それからテー
ブル･ダイアログをクローズさせるために closeボタンをクリックします。 
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メイン･クエリビルダ･ウィンドウが開きます。ウィンドウは選択した productsテーブル
を上部パネルに持っています。クエリの ProductID, ProductName, UnitPrice, UnitsInStock
に追加する為にテーブルのそれぞれのフィールドをダブルクリックします。追加された

フィールドはクエリ･ビルダ･ウィンドウの下半分に現れます。 
 

 
 
「Datasheet View」タブをクリックしてクエリのテストが出来ます。これでクエリを実
行して、結果を見ることが出来ます。クエリのセーブは「File」メニュから「Done」を
選択し、クエリビルーをクローズします。 
 
データソース･マネージャ･ウィンドウに戻るとそのクエリの名前とクエリの基に新たな

ノードがあります。それを選択し、「Next」をクリックします。次のウィンドウにはク
エリによって戻された最初の 20レコードがあります。このウィンドウの「Next」をク
リックします。次のウィンドウではレポートの為の別のデータソースを希望するかどう

かを尋ねます。「Process Data」を選択し、「Next」ボタンをクリックします。これによ
り作成したいレポートタイプを選択するためのダイアログが現れます。 
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このウィンドウから「Simple Columnar」を選択し、「Next」ボタンをクリックします。
次のスクリーンではレポートに使用したいコラム・フィールドの選択が出来ます。左サ

イドにあるすべて 4つのフィールドをクリックしてレポートに追加し、「Add」ボタン
をクリックします。複数を選択する時は shift+クリックを使用することが出来ます。 
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レポートのフィールドを選択した後、「Next」ボタンをクリックします。これにより、
スクリーンでレポートのデータマッピングの設定が可能となります。simple columnar 
reportのオプションは複雑ではありません。コラムのすべてが見えるように設定されて
いることを確認して「Next」ボタンをクリックしてください。 
 
これによりレポートウイザードを終了し、レポートの未フォーマット・バージョンへ移

れます。 
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判るように作成したレポートはまだラフなものです。しかし、プロ並みのレポートに仕

上げることは難しいことではありません。最初に行うことはレポートページの中央にコ

ラムを移動させることです。このためにツールバーからグループ選択の為のアイコン

をクリックします。それからコラムの周りにボックスを描くようにクリックアンド

ドラッグをします。マウスをリリースした時にそれらはハイライトしているはずです。 

 
 

 
 

はムーブアイコンに変わります。マウスボタンを押したまま。グループを約 1インチ
（約 2.5cm）右へドラッグドラッグします。Previewで見た時にコラムはページ内でほぼ
センターに移動したのがわかります。次はコラム･ラベルのカスタマイズです。 
 
ERESは simple columnarレポートではデータベースのコラム名を使用してコラム･ラベ
ルの生成を行います。最初にフォントを変更します。これを行う為にはグループ選択ツ

ールをまた使用します。しかし、今回はコラム･ラベルの選択のみです。 

次にツールバーから「Font Style & Size」アイコン をクリックします。フォントスタ

イル、フォーマット、サイズの変更の為のダイアログが現れます。 

 
  
フォントに「Serif」と「Bold」、サイズに１４ポイントを選びます。「OK」をクリッ
クしてコラムヘッダーでフォントタイプが変わったのを確認します。ラベル・テキスト

の編集を行います。「ProductID」をダブルクリックします。ラベルの内容を変更する為
のダイアログが現れます。「Productと「ID」の間にスペースを入れ、そして「OK」を
クリックします。変更はデザインウィンドウの中に現れます。 
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次にコラム・ローの色の二重バンドを指定します。これを使用するためにはまたデザイ

ンウィンドウのコラム･フィールドのみを選択してグループ選択ツールを使用します。 
 
次に「Format」メニュから「Dual Color」を選択します。デュアルカラーモードを設定
する為のダイアログが現れます。「Enable Dual Colors」とラベルされたボックスをクリ
ックします。次に「Row Index」トラベルされたフィールドに「１」を入力します。 
 

 
  
次に「Background Color」をクリックします。バックグラウンド･トランスペアレントを
設定するオプションと現状のバックグラウンドカラーを示すダイアログが現れます。 
 

 
 
「Click」とラベルされたボタンをクリックします。そうすると新たなバックグラウン
ド･カラーを選択する為のカラー見本が新たなダイアログとして現れます。 
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使用したいバックグラウンドカラーを選択し、「OK」をクリックします。すると最初
のダイアログに戻り,そこでは選択したカラーが反映されています。また「OK」をクリ
ックし、「Dual Colors」に戻ります。もう一度「OK」をクリックしデザインウィンド
ウに戻ります。変更したすべてがデザイン･ウィンドウに現れてはいませんが、

「Preview」タブをクリックするとコラム・ローのカラーの選択できるバンドが表示さ
れています。 
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次に unit price fieldのデータのフォーマットを行います。デザインウィンドウに戻り

「Unit Price」コラムを選択します。ツールバーから「Data Format」アイコン をク

リックします。ダイアログが表示され、locale-specific, fixed point,  scientificフォーマッ
トの指定かと聞いてきます。「Fixed Point」を選択し、「Format」をクリックします。
フォーマット･オプションのための次のダイアログが現れます。Decimal（10進方）の数
値に 2を入力し、unit symbolに$を選択します。 
 

 
 

 
 
「OK」とクリックし、最初のダイアログに戻ります。再度「OK」をクリックするとデ
ータはドル値を反映するようになります。 
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次に Report Headerセクションにレポートのタイトルを挿入します。そのためにはセク
ションの高さを広げる必要があります。マウスを Report Headerセクションの下部セク
ション･ディバイダの上に持って行き、セクションを半インチ（約 1.2cm）高くするよう
にドラッグダウンします。 
 

 
 

次にレポートのタイトルを挿入します。挿入ラベルアイコン をクリックします。小

さな長方形がデザインウィンドウの周りでマウスポインターにしたがって現れます。

「Report Header」セクション内の「ProductID」の上にその長方形を置き、クリックしま
す。するとラベル･テキストの入力の為のダイアログが現れます。好きなタイトルをタ

イプします。 

 
 

 
「OK」をクリックするとレポート内にタイトルが現れます。次にタイトルを選択し、
フォントスタイルとサイズをツールバー･ボタンを使用して、フォントサイズを 20ポイ
ントに、フォントスタイルを「Serif」に変更します。次にレポートタイトルを含むセル
のサイズを変更します。サイズ変更をする為にセル内で右クリック、右へのドラッグを

行います。セルの幅がすべてのコラムと同じようになるように、そしてタイトルが中央

になるようにドラッグします。 
 



EspressReport ES - Quick Start Guide 

- 21 - 

 
 
これでレポートのフォーマットが終わりました。これ以外にも多くのフォーマティング

に関するオプションがあります。このガイドでは 2つの例の紹介に限定してあります。
作成したレポートを「Preview」タブをクリックしてプレビューが可能です。 
 

 
 

ツールバーの「Save」アイコン をクリックしてレポートを保存できます。これによ

り、レポート名を指定する為のダイアログが開きます。 
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レポートの名前を付けて「OK」をクリックします。新たなダイアログが Organizerの現
状のフォルダにレポートを挿入するかどうかを聞いてきます。 

 
 
「Yes」をクリックすると Organizerのプロジェクトにレポートが追加されます。Fileメ
ニュから「Exit」を選択し ReportDesignerをクローズします。 
 
Step 5: Create a Chart 
 
レポートが終わり、チャートを作成します。Organizerのツールバーから「New Chart」

アイコン をクリックします。これにより Data Source Managerウィンドウが開き。
チャートのためのデータソースの選択を行います。このケースでは簡単に設定できるよ

うにテキストファイルを選択します。このファイルのノードを選択し、「Next」をクリ
ックします。 

 
 

ダイアログから「Next >>」をクリックした時、このファイルのコンテンツを表示する
ウィンドウが開きます。「Next >>」をクリックし、他のデータソースを指定するか、
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データをプロセスするかを尋ねる新たなウィンドウが開きます。「Process Data」を選択
し、「Next >>」をクリックします。それからチャートタイプの選択スクリーンへ移り
ます。 
 
 

 
 

このウィンドウから使用したいチャートタイプを選択します。右上の２D,3D選択パネ
ルでどちらのタイプのチャートを使用するか選択することが出来ます。２Dのコラム･
チャート（Column chart）を選択し、「Next >>」をクリックします。これによりデータ
マッピング･ウィンドウに移動します。 
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このウィンドウはチャートをプロットしたいデータファイルからフィールドを選択する

ことが出来ます。「data series」に「year」、「 category」に「drink」を選択し、
「value」に「value」を選択し、「2nd series」に「None」を選択します。「Apply」をク
リックします。そうすると上記のようなチャートが現れます。このチャート・ウィザー

ドを完了させる為に「Done」を次にクリックします。 
. 
次はチャートの外観、プロパティーをカスタマイズさせる為に Chart Designerウィンド
ウに進みます。最初に Chart Designerウィンドウの「Format」のドロップダウン･メニュ
から「Canvas」を選択します。このオプションはチャートのバックグラウンドのサイズ
をコントロールできます。「400x300」の canvasサイズを選択して、「OK」をクリック
します。 
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チャートの基本的なカスタマイズが可能です。オブジェクトの色の変更は右パネルから

マウスでクリックして、新しい色を選択します。フォントサイズと色を選択するには右

のフロントパネルの labelを選択し、プロパティーを変更します。 
 
チャートのほとんどすべての要素を変更できます。すべての機能についてはユーザガイ

ドの Chapter 6に詳しく記述されています。 
チャートのカスタマイズが終わったら、「file」メニュから「Save」を選択し、保存し
ます。ファイル名とフォーマットを指定するようにダイアログが現れます。デフォルト

ではサーバ･ルート下の ChartFilesディレクトリにチャートはセーブされます。チャート
の名前をタイプし、「Ok」をクリックします。 
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ファイルの保存後に現在の Organizerフォルダにチャートを挿入したいかどうかを尋ね
るダイアログが現れます。「Yes」をクリック。それから、Fileメニュから Exitを選択
して、Chart Designerをクローズします。Organizerの project内にチャートが現れます。 
 
Step 6: Create a Menu Page 
 
ERESはメニュページからチャートとレポートを作成できます。メニュページはアプレ
ット同様に PDF/HTML/イメージファイルとしてチャートとレポートを提供できる完全
なWebページです。メニュページを作成する為には Organizerの自分のプロジェクトを

選択し。ツールバーからメニュページのアイコン をクリックします。どのメニュの

スタイルを選ぶかを聞いてくるダイアログがオープンします。「Repository」（意味：
貯蔵所）を選んで、「Next」をクリックします。 

 
 
メニュスタイルの選択後。メニュページのオプションを設定する為の新たなダイアログ

が開きます。このウィンドウでメニュの為の名前をタイプし、「Set Password」を再選
択し、「Export Image Options」で CHTと PNGを選択します。（これによりメニュペー
ジはチャートを PNGイメージまたはアプレット内で表示できます。）「Export Report 
Options」で DHTMLと PDFに選択で来ます。詳しくはユーザガイドの Ch7にメニュペ
ージのすべてのオプションが説明されています。 
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メニュページのオプションを設定後に OK をクリックし、メニュページは生成されます。
今、ブラウザウィンドを開き Step2で説明した ERESスタートアップページを示してい
ます。左側メニュの「See User Menus」とラベルされた最後のリンクをクリックします。
新たなページが開き、先ほど作成したメニュページへのリンクが判ります。 
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そのリンクをクリックすると先ほどのメニュページが新たなウィンドウとして開きます。

（また Organizerからツールバーの Preview Menuアイコンをクリックすることでメニュ
ページのプレビューが可能です。）メニュページはコンテンツのテーブルでオープンし

ます。メニュのトップでのナビゲーション･バーでプロジェクト内のすべてのオブジェ

クトをナビゲートが可能です。それとオプションを含むボトム・フレームでサーチ･ボ

ックス同様にレポートとチャートのフォーマットの選択が可能です。 
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下部のフレームからレポートのタイプとして PDFを選択し、チャートは PNGを選択し
ます。Step４で作成したレポートのリンクをクリックします。メインウィンドウ内でレ
ポートの PDFファイルを生成します。 
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ウィンドウの上部でナビゲーション･バーの「Next」 をクリックします。これでプ

ロジェクトの次のアイテムに移行します。（この場合、チャートは作成されていま

す。） 
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Step 7: Create an Image URL 
 
このポイントで Organizerをスタートさせ、チャートとレポートを作成し、メニュペー
ジを使って配置します。これから URLを使用して配置します。最初に作成したチャー
トを配置する為のイメージ URLを作成します。イメージ URLによりユーザのWebペー
ジをサーバへのコールとして組み込むことができ、ダイナミックな・イメージを表示で

きます。イメージ URLを生成する為にチャートファイルを選択し、ツールバーの URL

アイコン をクリックします。イメージを生成する為のいくつかのオプションを指定

する為のダイアログが現れます。 
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イメージ URL に関するオプションはすべてユーザガイドの Chapter８に説明があります。
このケースはデフォルト･オプションにして、「Ok」をクリックします。 
URLストリングを含んだ新しいウィンドウがオープンします。 
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この URLはイメージを生成する為に HTMLコードに直接カットアンドペーストできま
す。URLをテストする為に下記のサンプル・コードを使用ください。 
 
 <html> 
 <head> 
 <title>Test URL</title> 
 </head> 
 <body> 
 &nbsp<br> 
 <center> 
 <img src="PASTE URL HERE"> 
 </center> 
 </body> 
 </html> 
 
テキストエディタでこのコードをコピーアンドペーストして生成した URLの<img src>
タグにペーストください。それから ERESサーバ･ルートに HTMLファイルとしてセー
ブください。（インストレーションの下の webapps/ROOT）それからWebブラウザをオ
ープンし、下記の URLにそって生成したファイル指定します。 
 
 http://machinename:port/filename.html 
 
このページがロードされ、指定したチャートのイメージが表示されます。 

 
 

http://machinename:port/filename.html
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Step 8: Create a Report URL 
 
チャート同様レポートも URLで配置されます。しかしWebページに<IMG SRC>タグで
レポートを組み込むことは実用的ではありません。むしろレポート URLはブラウザの
アドレスラインに直接組み込まれるか、直接にリンクします。レポート URLの作成は
イメージ URLの作成と同じです。Organizerで作成したレポートを選択し、ツールバー

の URLボタン をクリックします。これにより生成したレポートのオプションを指

定する為のダイアログが開きます。 
 

 
 
出力フォーマットとして DHTMLをプルダウン･メニュから選択し、OKをクリックしま
す。これによりレポート URLストリングを含んだダイアログに移ります。 

 
 

レポートを生成する為にWebブラウザのアドレスラインにこの URLを直接カットアン
ドペーストします。 
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ブラウザに URLをペーストし、稼動させます。レポートは HTMLページにロードされ
ます。 

 
 
これで EspressReportESの基礎的な機能はカバーしました。その他の機能についてはユ
ーザガイドを参照ください。 
 
 


